























































































































このように，軍道の竣工式が 1900年 12月 20日に行われ，同時に日出学館の入学者を募集した。
12月 20日の夜，日出学館の門札が出され，12月 21日職員を寄せ集め，学館の授業や日常経営の仕
事を分担し，12月 23日開館式が行われた。
しかし，日出学館が 1900年 12月 23日に開館してから 2ヶ月後，隈元実道は転任となった。1901






















年）4月より 1860元，大正 2年（1913年）4月より 3000元，大正 10年（1921年）4月より 5500元，
大正 12年（1923年）4月より 6000元，大正 14年（1925年）4月より 6350元，昭和 4年（1929年）




















表 1は日出学館の創立から間もない 1900年から，『天津居留民団 30周年記念誌』の出版年度であ
る 1937年までの在学生徒数のまとめたものである。
居留民団の記念誌のデータには一致しない箇所が存在している。たとえば，『天津居留民団 30周年
記念誌』では，大正 5年の生徒数は 114名，大正 10年は 337名，大正 15年（昭和元年）は 365名と
書いていた。また，開館当初の人数について，『天津居留民団 10周年記念誌』では，80名と記録し
表 1　1900年から 1937年までの在学生徒数（21）
年度 生徒数 年度 生徒数 年度 生徒数
明治 33年（1900） 80名 大正元年（1912） 105名 昭和元年（1926） 399名
明治 34年（1901） 80名 大正 2年（1913）  91名 昭和 2 年（1927） 432名
明治 35年（1902） 90名 大正 3年（1914） 106名 昭和 3 年（1928） 450名
明治 36年（1903） 60名 大正 4年（1915）  90名 昭和 4 年（1929） ―（22）
明治 37年（1904） 60名 大正 5年（1916）  80名 昭和 5 年（1930） 486名
明治 38年（1905） 不詳 大正 6年（1917） 110名 昭和 6 年（1931） ―
明治 39年（1906） 40名 大正 7年（1918） 109名 昭和 7 年（1932） ―
明治 40年（1907） 不詳 大正 8年（1919） 113名 昭和 8 年（1933） ―
明治 41年（1908） 80名 大正 9年（1920） 116名 昭和 9 年（1934） ―
明治 42年（1909） 50名 大正 10年（1921） 144名 昭和 10年（1935） 575名
明治 43年（1910） 50名 大正 11年（1922） 146名 昭和 11年（1936） 619名



















































































































































　⑼ 天津地方誌綱 HP，http://www.tjdfz.org.cn/tjtz/zjz/，2013年 9月 21日閲覧














　� そのうち，明治 33年から大正 6年までの生徒数は『天津居留民団 10周年記念誌』により，大正 7年から
昭和 3年までは『天津居留民団 20周年記念誌』により，昭和 4年から昭和 12年までは『天津居留民団 30周
年記念誌』によるものである。
　� 1929年，1931年，1932年，1933年，1934年の在学生徒数のデータが記録されていない。
　� 臼井忠三（1937），前掲書，p. 453，歴代の校長は，隈元実道（創立者憲兵大尉），井上少佐，柚原参謀少佐，
峯旗良充，大木霊道，植松伊八，矢沢千太郎。
　� 天津居留民団（1917），『天津居留民団 10周年記念誌』，天津居留民団，p. 97
　� 臼井忠三（1937）前掲書，p. 452
　� 隈元実道（1901）前掲書，p. 4
　� 隈元実道（1901）前掲書，p. 87
　� 隈元実道（1901）前掲書，pp. 26–30
　� 隈元実道（1901）前掲書，pp. 26–30。例えば，「ア」の発音要領について「唇歯共開，垂舌頭於下龈之後，
使洒气息于从喉上颚之前面。（「ア」唇歯とも開き，舌を下齦の後ろに垂れ，気息を洒わせ，喉上顎の前を従
う）」のように述べている。
138 天津の日本租界における中国人教育に関する考察（李）
　� 隈元実道（1901），前掲書，pp. 57–58，品詞について，「名詞是物之名辞。動詞是物之動作。関係辞是名詞
動詞等之関鍵辞。…若忘記之，則方法規矩，不可得知也。日本方法各語間必要有関係辞，若不置関係辞，則
不成文句。故须注意ガ，ノ，ニ，オ等，テ，ニ，オ，ハ是大大的必要之関鍵辞（名詞は物の名前。動詞は物
の動作。関係辞は名詞と動詞を繋ぐ重要な品詞である…関係辞を使わなければ，文句に成り立たない。ガ，ノ，
ニ，オなど，テ，ニ，オ，ハは重要な助詞である）」と述べている。
　� 隈元実道（1901），前掲書，p. 58
　� 隈元実道（1901），前掲書，pp. 58–59
　� 隈元実道（1901），前掲書，pp. 64–65
　� 隈元実道（1901），前掲書，pp. 59–61
　� 天津市政協文史資料研究委員会（1986），『天津租界』，天津人民出版社，p. 108
　� 隈元実道（1901），前掲書，pp. 66–67
　� 隈元実道（1901），前掲書，pp. 64–65
　� 隈元実道（1901），前掲書，p. 26
　� 隈元実道（1901），前掲書，pp. 4–5
　� 劉建雲（2005），前掲書，p. 128
